やら大きな果物を渡した。それが、臭いのなんのって……
「あなたたち本当にお世話になった。これ、グミ族の大好きなグミドリアン。役だててくれ」
食べ物というからには、きっと役にたつときがくるだろう。
少々臭いのは我慢して、ぼくはグミドリアンをリユックの奥にしまった。
〓『グミドリアン』を入手した。アイテムリストにチェックして…192
612
「まずはこれだ!」ぼくはいきなり催眠術を試した!と、長年樹の芽はたわいもなく眠つ
てしまった。続いてポーラが、覚えたてpKフリーズを試してみる。ゴゴゴ-一冷た
い風が巻き起こった長年樹の芽は凍りついてしまう。もうこうなったら、勝ったも同然だー
●金の腕輪があれば…489へ●なければ…513へ
●金の腕輪があれば489ヘ●なければ54
613
トンズラさんたちはショーの打ち合わせ中とかで楽屋にはいなかったが、そのかわりにセ
クシーな美少女アイドル・ヴィーナスが、胸の開いた衣装を着てスタンバッていた。
「あら、私のファンの人たちね。本当は楽屋は立入禁止なんだけど……特別よ!」
仍女は、机の上にあったバナナにサインをすると、ぽくのほっぺにチュッ!ナハハハ。

